これ は 学校 友 だち のこと と 言 ふ も、 学校 友 だち の 全 

部の こと にあらず。 只 冬 夜電燈 の もとに 原稿紙に 向 へ 

る 時、 ふと 心に 浮かびた る 学校 友 だ ちの ことば かりな 

- ) ノ o 

かうた きた かし くわい 

上滝嵬 これ は、 小学 以来の 友 だち なリ。 嵬はタ 

あきな はたと よきち 

力 シと訓 ず。 細君の 名 は 秋 菜。 秦 豊吉、 この 夫婦 を 南 

画 的 夫婦と 言 ふ。 東京の 医科大学 を 出、 今 は 厦門の 何 

とか 病院に 在り。 人生観 上の リアリスト なれ ども、 実 

かならず 

生活に 処 する 時には 必 しも さほど リアリスト にあら 

みのと 

ず。 西洋の 小説に ある 医者に 似たり。 子供の 名 を※ 

かうた き 

〔# 「さんず い + 方」、 220- 上に〕 と 言 ふ。 上 滝のお 父さん 



西 川 英次郎 中学 以来の 友 だち なり。 僕 も 勿論 秀才 

なれ ども 西 川の 秀才 は 僕の 比に あらず。 東京の 農科 大 

学 を 出、 今 は 鳥 取の 農林 学校に 在り。 譯名は ライオン、 

ようばう 

或は ライ 公と 言 ふ。 容貌、 栄養 不良の ライオンに 似た 

るが 故な リ。 中学 時代に は 一 しょに 英語 を 勉強し、 

r 獵人 日記」、 r サッフ ォ」、 「ロス メ ルス ホルム」、 「タイ 

ほ 力 

イス」 の 英訳な ど を 読みし を 記憶す。 その外 柔道、 水 

泳 等 も 西 川と 共に 稽古したり。 震災の 少し 前に 西洋よ 

は <<,0 い ことごと < 

リ 帰り、 舶来の 書 を 悉 焼きた リと言 ふ。 リア リス 

トと言 ふよりも おの づ から セン ティ メンタ リズム を 脱 

あ ひだと つと リ かき 

せるな らん。 この間 鳥 取の 柿 を 貰 ふ。 お礼に バ トラ 



りたる は 全然 この 辛辣なる 論理的 天才の 薫陶に よる。 

句 も 作り、 歌 も 作り、 小説 も 作り、 詩 も 作リ、 画 も 作 

る 才人な り。 尤も 今 はそんな こと は 知らぬ顔 をして 

うんしう まつえ 

ゐ るのに 相違な し。 僕 は 大学に 在学 中、 雲 州 松 江の 

恒 藤の 家に ひと 夏 居候に なりし こと あり。 その 頃恒 

藤に 煽動せられ、 松 江 紀行 一 篇を 作り、 松 陽 新報 と 言 

てんぜん お ま _ゃ け 

ふ 新聞に 寄す。 僕の 恬然と 本名 を署 して 文章 を 公 に 

まさこ くんし かう."？ う 

せる 最初な り。 細君の 名は雅 子、 君子の 好逑と 称する 

は斯る 細君の ことなるべし。 

はたと よきち 

秦豊吉 これ も 高等学校 以来の 友 だち なり。 

まつ もと かう しらう を ひ いで 

松 本 幸 四郎の 甥。 東京の 法科 大学 を 出、 今 は ベルリン 



の 三菱に 在り、 善良なる 都会 的 才人。 あらゆる 僕の 友 

ほ もっと 

人中、 最も 女に 惚れられ るが 如し。 尤も 女に 惚れら 

れて も、 大した 損 はする 男に あらず。 永 井 荷 風、 ゴン 

うた まろら 

ク ウル、 歌 麿 等の 信者な りしが、 この頃 は トルストイ 

など を 担ぎ出す こと あり。 僕に アストラカンの 帽子 を 

いま 

呉れる 約束 あれ ども、 未だに 何も 送って 呉れず。 文 を 

行る に 自由なる こと は 文壇の 士 にも 稀なる べし。 「ス 

ト リントべ リイの 最後の 恋」 は 二三 日に 訳 了せ リと言 

ヽ o 

ふぢ を かざう ろく 

藤 岡 蔵 六 これ も 高等学校 以来の 友 だち なり。 東京 

の 文科 大学 をが、 今 は 法 政 大学 か 何 かに 在り。 僕の 友 



は、 試みに かう 考 へて 見るべし。 —— 芥川龍之介 は才 

人な り。 藤 岡 蔵 六 は 芥川龍之介の 旧友な り、 その 旧友 

に 十五 年来 欺され てゐる 才人 あり や 否や。 (藤 岡 蔵 六 

ちき たいてい 

の 先輩 知 己 は 大抵 哲学者 や 何 かな るべ ければ、 三 段 論 

法 を 用 ふること 斯 くの 如し。) 

きくち くわん くめ まさを やまもとい うざう を かえい いちらう 

その他 菊 池 寛、 久米正 雄、 山 本 有 三、 岡栄ー 郎、 

なる せし やういち まつ を か ゆづる えぐち くわん 

成 瀬 正 一、 松 岡 譲、 江 口 渙等も 学校 友 だち なり。 然れ 

ども 是 等の 友 だち のこと は 既に 一 度 以上 書いて ゐ るか、 

少く とも 諸 公 百年の 後に は 何 か 書かせられる 間 がら 

故、 此処に は 書かざる ことと すべし。 只 次 手に 書き 加 

へたき は 忘れ 難き 亡友の ことなり。 



の 父 は 画家な りしよ し、 その 最後の 作と か 言 ふ 大幅の 

地蔵尊 を 見し こと ぁリ。 病と 共に 失恋 もし、 千 葉の 

お ほ はら ひとり 

大 原の 病院に たった 一 人 絶命せ し 故、 最も 気の毒なる 

友 だち なるべし。 一時 中学の 書記と なり、 自炊 生活 を 

ゆ ふづき ぁぢ みづか 

営みし 時、 「夕月に 鰺 買 ふ 書記の 細 さかな」 と 自ら 

び やうく あざけ 

病軀を 嘲りし こと あり。 失恋せ る 相手 も 見し こと あ 

れ ども、 今 は 如何にな リ しゃ 知らず。 

(大正 十四 年 一 月) 
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